
５）学科専門科目のうち，「保健医療のための健康運動の実践指導」の科目群は「保健医療の基本」や「保
健医療のための健康運動の理論」の科目群を履修した上で一層高度な専門性を習得するための科目群
であり，いずれかの科目群に力点をおいてできる限り多くの科目群を履修してください。

３．自由科目について
卒業に必要な単位数のうち20単位は区分によらず自由に取得できる。これにより取得したものを自由科

目という。以下に自由科目となる科目の区分および注意事項を示す。
⑴ 全学共通教育科目のうち，取得を義務づけられた単位数を超えて履修する科目。
⑵ 所属する学科の学部教育科目のうち，取得を義務づけられた単位数を超えて履修する科目。
⑶ 他学部・他学科で開設されている学部教育科目（学部共通科目を含む）。ただし，この中には設備

と受講者数の関係等から受講できない科目がある。また卒業研究は自由科目として履修することはで
きない。

⑷ 所属学科の学部教育科目と同一名称の他学部・他学科科目および各学科ごとに定められた類似科目
は履修できない。

４．履修単位の上限について
　各学期に履修できる単位数の上限を下記のとおり定める。

学　　期 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 計
履修単位上限 25 24 25 24 25 24 25 24 196

　注）１．定められた単位数を超えて履修することはできない。
　　　２．２つの学期にわたる科目の単位は２分の１として計算する。

５．学修進行の制限（学修進行の制限に関する規程（81頁）を参照すること。）
第４条　６期（３年次）終了時において，次の各号に定める単位（科目）を修得しない者は，卒業研究に

着手することが認められず，７・８期（４年次）の授業科目を履修することはできない。
⑴ 卒業に必要な単位数のうち100単位

６．卒業の要件

全
学
共
通
教
育
科
目

初 年 次 教 育 科 目 必修科目１単位

21 単 位
以 上

128 単 位
以 上

ス キ ル 教 育 科 目 ４単位以上
［英語＊４単位（必修科目２単位を含む。）］外 国 語 教 育 科 目

教養課題
教育科目

人文リテラシー

12単位以上
社会リテラシー
科学技術リテラシー

リベラルアーツ教育科目
特 別 課 題 教 育 科 目
健 康 と ス ポ ー ツ 必修科目を含めて１単位以上
ス ポ ー ツ 活 動

学
部
教
育
科
目

学 部 共 通 科 目
学科で定める必修科目を含めて 13 単 位

以 上 87 単 位
以 上

生命健康科学基盤科目

学 科 専 門 科 目 学科で定める必修科目を含めて 47 単 位
以 上
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学部教育科目� （単位数に○印のある科目は必修科目）

区 分 授 業 科 目
単
位
数

毎 週 授 業 時 間 数 他学部
他学科
受 講
不 可

備 考Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

学
部
共
通
科
目

生 命 科 学 入 門 
医 科 学 入 門 
生 と 死 の 文 化 人 類 学 
リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 概 論
生 命 工 学 入 門

1 
① 
2 
1 
1

1 
1 

1

２ 
１ 

♯ 

生

命

健

康

科

学

基

盤

科

目

人
体
の
構
造
と
機
能

解 剖 ・ 組 織 学
生 理 学 
生 化 学 
栄 養 治 療 学 
生 命 物 理 化 学 
分 子 生 物 学 概 論 
臨 床 心 理 学

② 
① 
① 
① 
2 
1 
1

２ 
１ 
１ 

２ 
１

１ 

１

♯ 
♯ 
♯ 
♯ 

疾
病
と
障
害
の
病
態
及
び
医
療

病 理 学 
臨 床 病 理 学 
薬 理 学 
微 生 物 学 
免 疫 学 
疾 病 病 態 学 概 論 
疾 病 治 療 学 概 論 
生 体 防 御 学 
遺 伝 ・ 実 験 動 物 学

① 
1 
① 
2 
① 
2 
2 
1 
1

１ 

２ 

１

１ 

１ 
２ 
２ 
１

１ 
♯ 

♯ 
＊♯ 
♯ 
＊♯ 
＊♯ 

保
健
医
療
と
社
会

公 衆 衛 生 学 
環 境 衛 生 学 
学 校 保 健 学 
生 命 倫 理 学 
社 会 福 祉 学 
生 涯 発 達 看 護 論

② 
2 
1 
① 
1 
① 1

２ 

１

２ 
１ 

1 

♯ 

♯

学

科

専

門

科

目

保
健
医
療
を
支
え
る
医
学
の
基
礎

生 体 力 学 
運 動 器 バ イ オ メ カ ニ ク ス 
臨 床 解 剖 学 

床 生 理 学 臨
臨 床 薬 理 学 

2 
1 
1 
1 
1 
1

1 

１

2 
1 

１ 
１

保
健
医
療
に
関
わ
る
臨
床
医
学
の
基
本

内 科 学 
外 科 学 
臨 床 神 経 学 
精 神 医 学 
老 年 医 学 
整 形 外 科 学 
小 児 科 学 
産 婦 人 科 学 
脳 外 科 学 
放 射 線 医 学 総 論 
臨 床 検 査 総 論

② 
① 
2 
② 
1 
② 
1 
1 
1 
2 
1

2 

2 
2 

2 

1

1 

1 

1 

2 

1 
1 

♯ 
♯ 
＊♯ 
♯ 
＊♯ 
♯ 
＊♯ 
＊ 
＊ 
＊♯ 
＊♯
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区 分 授 業 科 目
単
位
数

毎 週 授 業 時 間 数 他学部
他学科
受 講
不 可

備 考Ｉ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

学

科

専

門

科

目

保
健
医
療
に
関
わ
る
救
急
医
学

消 防 ・ 防 災 救 急 活 動 実 習
ス ポ ー ツ 救 急 救 護 実 習
救 急 医 学 Ａ 
救 急 医 学 Ｂ 
救 急 医 学 Ｃ 
救 急 救 命 模 擬 実 習 Ａ 
救 急 救 命 模 擬 実 習 Ｂ 
救 急 救 命 模 擬 実 習 Ｃ 
救 急 救 命 模 擬 実 習 Ｄ 
救 急 救 命 模 擬 実 習 Ｅ 
救急救命模擬実習（総合シミュレーション） 
ス ポ ー ツ 医 学
ス ポ ー ツ 障 害 予 防 法 実 習
救 急 関 連 施 設 見 学 実 習
救 急 医 学 臨 床 実 習 Ａ
救 急 医 学 臨 床 実 習 Ｂ

1
①
②
2 
1 
2 
2 
2 
2 
2 
6 
② 
② 
1 
2 
2

3 
3 

2 

2 

2 

6 

6 

1 

6 
6 

6

6 
6 

3 

6

18 

◇
◇

◇ 
◇ 
◇ 
◇ 
◇ 
◇ 

◇ 
◇ 
◇ 
◇

†　※注１
♯ ※注１
♯
♯ 
＊ 
＊♯　※注1※注2 
＊ 
＊ 
＊ 
＊ 
＊ 
♯ 
♯ 
＊　※注２ 
＊　※注２ 
＊　※注３

保
健
医
療
の
基
本

予 防 医 療 総 論 
健 康 管 理・ 増 進 学 
保 健 心 理 学 
健 康 栄 養 医 学 
生 活 不 活 発 者 の 保 健 学 
高 齢 者 保 健 論 
ラ イ フ サ イ ク ル 保 健 論
保 健 医 療 教 育 論

② 
② 
② 
2 
② 
① 
② 
2

2 
2 

2 

2

2 

2 

2 
1 

♯ 
♯ 
♯ 
♯ 
♯ 

♯ 

保
健
医
療
の
た
め
の
健
康
運
動
の
理
論

人 体 の 構 造 と 機 能 入 門 
生 涯 ス ポ ー ツ 論 
運 動 処 方 論 
健 康 運 動 ト レ ー ニ ン グ 論 
運 動 生 理 学 
健 康 運 動 コ ー チ ン グ 論 
生 体 計 測 論・ 実 技 
ス ポ ー ツ マ ネ ジ メ ン ト 論
健 康 運 動 上 級 コ ー チ ン グ 論

2 
② 
② 
② 
② 
② 
1 
② 
2

2 
２ 
２ 

２ 
2 
2 

2 
2 

２

◇ 

◇

♯ 

＊♯ 

保
健
医
療
の
た
め
の
健
康
運
動
の
実
践
指
導

ト レ ー ニ ン グ 実 技
パ フ ォ ー マ ン ス の 科 学
レ ク リ エ ー シ ョ ン 支 援 論
水 中 運 動 実 技 
エ ア ロ ビ ッ ク 指 導 論
エ ア ロ ビ ッ ク 指 導 実 技
障害者健康運動指導論・実技
水 泳 指 導 論
水 泳 指 導 実 技
レ ク リ エ ー シ ョ ン 支 援 実 技

① 
1 
2 
① 
2 
1 
1 
2 
1 
2

2

2 
2 

2

1 

2 
2 

2 
2 
4

◇ 
◇ 
◇ 
◇ 

◇ 

◇ 
◇
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